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 解説 
例えば、暫定基準値の 2 倍に汚染された⽜⾁を、放射能が含まれていることを知らない成⼈が、毎⽇ 2

ｋｇを 30 ⽇間⾷べ続けた場合に被爆する放射線量は、次式で計算できる。ここで、⽜⾁はセシウム-

137 で 500Bq/kg、セシウム-134 で 500Bq/kg 汚染されたとする。 

  受けた放射線量 ＝ 0.013 x 500 x 2 x 30 + 0.019 x 500 x 2 x 30                          

= 960 マイクロシーベルト 

これは、公衆被爆の⽬標線量 1 ミリシーベルト(=1,000 マイクロシーベルト)より少ない。 

 

なお、体内に移⾏した放射線セシウムは、半減期の 30 年で半分になるのではなく、成⼈では 70〜90

⽇で半分が体外に排せつされる。 

 

引⽤元 
・フリー百科事典ウィキペディア；被爆

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A2%AB%E6%9B%9D 

・放射線医学研究所；受ける放射線量 http://www.nirs.go.jp/information/info.php?i14 

・⾷品安全委員会；⽣物学的半減期 http://www.fsc.go.jp/sonota/emerg/emerg_QA.pdf 

 

 


